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実施団体名 運営主体（予定） 利活用分野 主なシステム機器等

新見市・高梁市
新見あんしんねっと広域連携
事業推進協議会

医療・介護
テレビ電話付診療支援端末（医心伝心）
多機能テレビ電話端末（万事万端）

事業概要 期待される効果

「新見あんしんねっと」と同様のモデルを同様の医療課題を抱える高

梁市に展開し、広域連携にて遠隔医療を実施するとともに、ICTノウ

ハウの移転やICTを用いた遠隔医療を担う人材を50名強育成する。

医師不足・専門医不在および救急対応などの対策としての効

果や医療介護連携により在宅患者管理の質向上が見込まれる

他、システム共同利用による導入コストの低減が期待される。

新見あんしんねっと

新見市内医療機関

介護施設

眼科・皮膚科・精神科等
専門の診療科

訪問看護師

療養者宅

TV電話によるコミュニケーション

ＩＣＴ人材の地域間での交流や、スキル・ノウハウの
移転など人材の育成を行う。

人材の育成・交流

異なる地域との医療機関との
遠隔コンサルテーション

TV電話を他地域の専門科を有する病院に設置。
異なる地域間で医師どうしの連携を図る。

設置場所：岡山市、倉敷市、真庭市

TV電話

携帯型
診療支援端末

訪問看護師

病院等

構築場所：高梁市

TV電話

TV電話

市内の医師と、市外
の医師とのDtoDでの
コミュニケーション （DtoD)

（DtoD)

「新見あんしんねっと」と同様のモデルを
高梁市に展開する。

ICT利活用モデル（遠隔医療モデル）
の隣接地域への展開

携帯型診療支援端末を
持って訪問看護師が療
養者宅を訪問

携帯型診療支援端末

外部カメラ

■遠隔医療システム
テレビ電話を用いた遠隔医療システムを
改良し、新見市と同様の医療課題を抱え
る高梁市に展開することで課題の解決を
図る。広域にて事業を行うことにより導
入コストが低減される。


	スライド番号 1

